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*HCROI＝Human Capital Return on Investment
人的資本投資１円に対して企業が創出する価値を計測するKPI

株主価値増大に直結する

人的資本価値の最大化SaaSのご提案
価値の❸要素＋HCROI*による可視化フレームワーク
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❸要素[売上高・ROIC・WACC]に関するアドバイス体系

ROIC-WACCを軸にした価値可視化フレームワーク

Connectionは、戦略とビジネスモデルを表現します。
ストーリーの「見せ場」「配置」に関連します。
関連性の高い定量情報は投下資本利益率※1です。

すべての定性・定量
情報をストーリーにし
つながりを可視化

投資家、社員に
とっての意味と価値

株主価値指標の
独り歩きリスク
を回避

経営幹部・社員にとって、戦略・ビジネスモデルと
株主価値の関係が明確になり、経営幹部・社員の
価値創造活動に対する理解の深み・質が増大します。
社員の心がこもらない「指標の一人歩き」リスクを回避できます。

❶Growth→売上高成長率

Connection→投下資本利益率

Confidence→資本コスト

Growthは、価値観・志、世界観を表現します。
ストーリーの「テーマ」「はじまり」に関連します。
関連性の高い定量情報は売上高成長率とします。

Confidenceは、持続可能性やESGを表現します。
ストーリーの「到達点、結果（終わり）」に関連します。
関連性の高い定量情報は資本コスト※2です。

❷

❸

経営幹部・社員が戦略と株価の関係を理解

IR資料や証券アナリストレポートで、未来ストーリーを軸に
未来の成長価値を定量化して株主価値を投資家に提
示することで、投資家は、時価総額の潜在的なアップサイ
ドポテンシャルが把握できます。

投資家が潜在的なアップポテンシャルを容易に理解

※1：投下資本利益率は、英語の略称では、ROICはReturn on Invested Capital

※2：資本コストは、ここでは、WACCは、加重平均資本コスト（Weighted Average Cost of Capital) を用いる。銀行や社債投資家、株主の要求するリターンの推計値

仮に10年後の成長価値が株価に織り込まれたら、
どの程度のアップサイドポテンシャルがあるのか？

理解の
始まり

見せ場

収益安定性
社会貢献

アップ
サイド

戦略と
株価

❶

Growth
売上高成長率

Connection
投下資本利益率

❷

Confidence
資本コスト

❸

未来
ストーリー

株主価値
をビルトイン

こうした価値創造のサイクルをGCC経営TMと命名

３つの概念で未来ストーリーを可視化し
株主価値をビルトインした構想・計画・実現する

GCC経営TM
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❸要素[売上高・ROIC・WACC]に関するアドバイス体系

導入事例：㈱エルテス様
すべての定性・定量
情報を3要素で
ストーリーにし
つながりを可視化

※1：投下資本利益率は、英語の略称では、ROICはReturn on Invested Capital

※2：資本コストは、ここでは、WACCは、加重平均資本コスト（Weighted Average Cost of Capital) を用いる。銀行や社債投資家、株主の要求するリターンの推計値

❶

Growth
売上高成長率

Connection
投下資本利益率

❷

Confidence
資本コスト

❸

未来
ストーリー

株主価値
をビルトイン

３つの概念で未来ストーリーを可視化し
株主価値をビルトインした構想・計画・実現する

GCC経営TM 　コロナ禍やウクライナ情勢の影響で不透

明な状況が続く中、社会全体でデジタル

化が進み、主業務のデジタルリスク事業で

はKPIクライアント数や内部脅威検知ID数

が増加し、高い成長性と収益性を示してい

る。Growth・Connectionストーリーが実

現されれば、デジタルリスク領域の知名度

の高いブランドの確立したリーダー企業にな

る可能性がある。

最先端のテクノロジーを駆使し、イノベーショ

ンを生み出し続けることがデジタルリスクと戦

い続けるための唯一の手段でと考えるエル

テスは、デジタルリスクの軽減により社会の

持続可能な発展に貢献する。

保守的に現状推計値で維持

株主資本

6.7 ％

23 億円

超過利潤価値

9 億円

デジタルリスク領域で安定基盤確立へ デジタルリスクの軽減で大きく貢献 現状維持

財務的な持続可能性 ＋社会の持続可能性への貢献＝ WACC

Confidence：財務安定性の向上・社会の持続性貢献が本格化

事業構造を変革し、デジタルリスクとの戦い

においてエルテスが強みを発揮するDXの推

進領域に進出し先駆的立場を確立する。

デジタルリスク事業では、No.1企業のポジ

ショニング確立のため、サービスの進化と多

様化を図り、AIセキュリティ事業では、デジタ

ルとフィジカルの両面で、警備業界の変革

をリードする。DX推進事業では、独自の視

点で、行政/企業のDX推進を促進する事

業を立ち上げる。

①は、24時間365日体制でのリスクモニタ

リングやコンサルティング、内部脅威検知を

月額制で提供する。②は、AIやIoTを使っ

た警備・セキュリティ業界のDX推進を行

い、リアルな警備事業も運営する。③は、デ

ジタルガバメント領域での幅広い取り組み

を推進し、デジタルPFI構想により自治体

や企業のDX化を促進する。

11.7 ％ ▶ ## ％

2023.1 2033.1

規模拡大効果で大幅に拡大。買収は最

近の買収のEBITDA倍率で買収できると

前提。減価償却10年で推計。

高成長が可能な領域に展開 企業・自治体へ多様なサービス提供 29％ポイント改善が期待

Connection:セキュリティ一体型DXが企業・自治体で本格化

戦略 ▶ ビジネスモデル ▶ ROIC

内部成長率15％の前提。2024年１月

期～2029年１月期にかけて売上高の

10－20％の売上規模を持つ企業を毎年

買収。
成長価値

501

45 億円 ▶ 566 億円

デジタルリスク*²に戦い続ける 4－5兆円市場で高成長へ CAGR 28.8％が期待

Growth: デジタルリスクへの戦いにより高成長の機会拡大が本格化へ

価値観・世界観 ▶ 提供価値・成長性 ▶ 売上高

テクノロジー発展の反動によって生まれるデ

ジタルリスクへの対応を重要な社会課題と

して認識。課題解決のために「デジタルリス

クと戦い続け」、健全なデジタル社会の実

現に貢献する。デジタルリスク対策の先駆

者の強みを活用し、①デジタルリスク領域

のNo.1 の企業、②AIセキュリティによる警

備業界の変革企業、③行政・企業DX推

進のリーディングカンパニーとなる。

①～③の企業として、合計で4-5兆円の

市場をターゲットに、デジタルリスクへの対応

のために提供価値として、①デジタルリスク

の検知、②デジタルポリス、③スマートシ

ティ・デジタルカンパニーの構築支援、を提

供。中期計画 ” The Road To 2024 

” を1期として、3年×3期の9年の中長期

計画で、加速度的な成長サイクルの実現

を目指す。

2023.1 2033.1

億円

最新事例：㈱エルテス 3967
2023年３月17日発行レポート抜粋

成果
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❸要素[売上高・ROIC・WACC]に関するアドバイス体系

導入実績：花王㈱様
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❸要素[売上高・ROIC・WACC]に関するアドバイス体系

HCROI※を統合した人的資本最大化フレームワーク

HCROIをROIC-WACCに統合し運用するSaaSを提供
このSaaSにより株主価値の向上に直結する人的資本経営を導入
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2
概要



8
J-Phoenix Research Inc   All Rights Reserved.Ⓡ 2023

概要

HCROIとは

人的資本
投資

NOPAT
人的資本

投資 ＋
＝HCROI

×[HCROI‐１]
人的資本

投資
NOPAT

=

HCROI=Human Capital Return on Investment
ある企業において人に1円投資するとどのぐらいの価値が創造されるのかをしめす

人的資本投資＝労務費・給料・福利厚生費など・研修費
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概要

HCROI、ROICの関係

人的資本
投資

NOPAT
人的資本

投資
＋

＝HCROI

×[HCROI‐１]
人的資本

投資
NOPAT

投下資本

NOPAT

＝ROIC

投下資本

＝ROIC

×[HCROI‐１]
人的資本

投資

=

この式を核に可視化を進める
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概要

HCROI、ROICと企業価値との関係
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概要

人的資本経営の考え方

人の価値創造活動を以下のように３つに分類し、

切り口１：価値創造に直結するかしないか？で分類

①基本業務（直結） ＶＳ ②補助業務（間接）

切り口２：創造性で分類＝Ａ高集中、Ｂ低集中

切り口３：C：情報共有か、個人のタスクか？

①の割合を最適化し、Aの質を上げる➡HCROIで管理、
ROICと結び付けて価値創造の動きを可視化し経営・開示
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人的資本投資

概要

人的資本経営の考え方～分類方法
人的資本投資を２×３で分類 ６BOX

①基本業務 （価値創造に直結） ②補助業務（①の補助）

A：高集中
創造性必要

B：低集中
処理タスク

C：情報共
有

人的資本投資を切り口１で２つに分類

さらに切
り口２，
３で３
つに分類
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概要

人的資本経営の考え方～マネジメント方法
１．各業務のムダを排除
２．もっとも企業価値の増大に貢献するように、①：②の割合、A:B:Cの割合を最適化➡投資家注目！
３．B、Cの品質を高める（例：１～５にスケール評価しモニタリング）
４．Aの質を高める（例：１～５にスケール評価しモニタリング）➡投資家注目！

①基本業務 （価値創造に直結） ②補助業務（①の補助）

A：高集中
創造性必要

B：低集中
処理タスク

C：情報共有

４．Aの質を高める（例：１～５
にスケール評価しモニタリング）

４．Aの質を高める（例：１
～５にスケール評価しモニタリン

グ）

３．品質を高める ３．品質を高める

３．品質を高める ３．品質を高める

１．各業務のムダを排除
２．もっとも企業価値の増大に貢献するように、①：②の割合、A:B:Cの割合を最適化
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概要

人的資本経営の考え方～マネジメント方法
１．各業務のムダを排除
２．もっとも企業価値の増大に貢献するように、①：②の割合、A:B:Cの割合を最適化➡投資家注目！
３．B、Cの品質を高める（例：１～５にスケール評価しモニタリング）
４．Aの質を高める（例：１～５にスケール評価しモニタリング）➡投資家注目！

①基本業務 （価値創造に直結） ②補助業務（①の補助）

A：高集中
創造性必要

B：低集中
処理タスク

C：情報共有

４．Aの質を高める（例：１～５
にスケール評価しモニタリング）

４．Aの質を高める（例：１
～５にスケール評価しモニタリン

グ）

３．品質を高める ３．品質を高める

３．品質を高める ３．品質を高める

１．各業務のムダを排除
２．もっとも企業価値の増大に貢献するように、①：②の割合、A:B:Cの割合を最適化

マネジメントができる前提

前提１：人的資本投資の内容が分類できている。

前提２：時間が把握できている。

前提３：各仕事の株主価値へのインパクトが定性的・定量的に把握できている。

株主価値へのインパクトは❸の要素で定性的・定量的にストーリー化
可視化
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人材版伊藤レポート2.0

人材戦略に求められる３つの視点・５つの共通要素

株主価値❸要素
＋HCROI

フレームワーク
が貢献

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinteki_shihon/pdf/report2.0.pdf p.9

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinteki_shihon/pdf/report2.0.pdf%20p.9
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ISO 030414

人的資本会計の開示の国際標準

コストと生産性の
以外は

株主価値❸要素
＋HCROI

フレームワーク
への貢献に紐づけ
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3
導入プロセス
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人的資本価値の最大化SaaS

最終ゴール

貴社の人的資本の価値の可視化 顧客の株主価値のアップサイド

貴社の人的資本の価値の可視化で理論的株主価値を反映した株価アップサイドを実現

貴社戦略

職務記述書

貴社
INPUT

業務実態分析

証券コード:4076

事業概要

10年の株主価値指標の変化

[億円]

2023年5月期 2033年5月期

売上高 60.6 124.3

売上高年率平均成長率

営業利益 5.3 10.8

営業利益率 8.7% 8.7%

NOPATマージン 6.0% 22.1%

投下資本/売上高 22.1% 22.1%

ROIC 27.3% 27.3%

WACC 6.5% 6.5%

ROIC-WACC 20.8% 20.8%

（出所）　FactSetよりJPR作成。

財務パフォーマンスの実績・計画・予測

会社計画 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測

2023.05 2024.05 2025.05 2026.05 2027.05 2028.05 2029.05 2030.05 2031.05 2032.05 2033.05

売上高 60.6 67.7 75.6 83.6 91.5 99.3 106.1 111.9 116.8 120.9 124.3

成長率 11.7% 11.7% 11.7% 10.6% 9.5% 8.5% 6.8% 5.5% 4.4% 3.5% 2.8%

営業利益 5.3 5.9 6.6 7.3 8.0 8.7 9.3 9.8 10.2 10.5 10.8

営業利益率 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7%

NOPATマージン 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0%

投下資本/売上高 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1%

ROIC 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3%

WACC 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5%

超過利潤 2.8 3.1 3.5 3.8 4.2 4.6 4.9 5.1 5.4 5.5 5.7

超過利潤価値・成長価値 42.4 4.7 4.9 4.6 4.3 4.0 2.2 1.6 1.1 -0.4 -0.7

2.20%

株主価値の未来構造

情報・通信業

PER PBR 利回り東証業種

年度

株式会社シイエヌエス 10.7倍 1.28倍

連結子会社とともにシステムエンジニアリングサービス事業を手掛ける。開発プロセスは、要件定義工程→基本

設計工程→詳細設計工程→プログラム設計工程→プログラミング工程→単体試験工程→結合試験工程→

総合試験工程となっている。　業務内容は、（1）デジタルトランスフォーメーション（DX）を推進する「デジタル

革新推進事業」、（2）ビッグデータを分析するモデルをつくり分析を実施することで顧客のビジネス課題を解決

する「ビッグデータ分析事業」、（3）自社でシステムを保有する顧客、クラウドを利用する顧客向けにサービスを

提供する「システム基盤事業」、（4）業務システムの初期検討、開発から導入後運用まで全般をサポートする

「業務システムインテグレーション事業」に分けられる。　1985年、コンピューターシステムおよびプログラミングの開

発に関する受託業務の運営を目的としたシイエヌエスを設立。2011年、エヌ・ティ・ティ・データのビジネスパート

ナー認定を受ける。16年、シイエヌエス北海道を設立。（QUICK企業価値研究所）2022/10/20

7.5%

[FactSet、日経Needs、会社開示資料等を利用して作成、2023年03月10日時点]
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[単位:億円]

成長価値

＝2.7倍3,669円 / 1,365円アップサイドポテンシャル ➡

戦略実現に対する
人的資本の役割

の可視化と
マネジメント

ツール

各職務・業務の
株主価値

インパクトの
定量化

人的資本
の戦略実現

のストーリーと
株価インパク
トを可視化し
て投資家に説

明

人的資本
最大化SaaS

Output

上記例では、最大理論値3,660円の
株価の実現を目指す
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人的資本価値の最大化SaaS

鍵となる概念：基本機能業務定義書

貴社戦略

職務記述書

貴社
INPUT

業務実態分析

人的資本
最大化SaaS

Output

戦略実現に対する
人的資本の役割

の可視化と
マネジメント

ツール

各職務・業務の
株主価値

インパクトの
定量化

貴社の人的資本の価値の可視化

基本機能業務定義書
職務と業務のデータベース

２．職務記述書とのつながりを明確に言語化
直接職務記述書の実現に貢献する業務

補助的に貢献する業務
情報共有に貢献する業務

１．職務と業務の内容の定義

３．株主価値の❸要素へつながりを言語化
売上高成長にどう貢献するのか？

投下資本利益率向上にどう貢献するのか?
資本コストの軽減にどう貢献するのか？
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人的資本価値の最大化SaaS

全体像

基本機能業務定義書

職務記述書とのつながりを明確に言語化
直接職務記述書の実現に貢献する業務

補助的に貢献する業務
情報共有に貢献する業務

定性的・定量的ストーリーで可視化

株主価値の❸要素へつながりを言語化
売上高成長にどう貢献するのか？

投下資本利益率向上にどう貢献するのか?
資本コストの軽減にどう貢献するのか？
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人的資本価値の最大化SaaS

プロジェクトのアプトプット：人的資本レポート

xxx

株主資本

社会の持続可能性への貢献＝ WACC

5

xxx xxx

8

％xxx

＋財務的な持続可能性

xxx xxx yyyy.m yyyy.m

55.5 ％ ▶

xxx

超過利潤価値

▶ ▶

xxx

▶

#VALUE!

xxxx

売上高

172

10,0001000

xxx

提供価値・成長性

yyyy.myyyy.m

xxx

％

戦略 ▶ ビジネスモデル ▶ ROIC

成長価値

xxx xxx

xxx

100.1

Confidence：xxx

*¹会社ヒアリングに基づいた会社計画以降の推測値をJPRが独自に予想して作成。

xxx xxx #VALUE!

Connection：xxx

Growth：サンプル：成長に関するワード

価値観・世界観

44.6ポイント改善が期待

人的資本
の貢献度
を言語化

人的資本
の貢献度
を言語化

人的資本
の貢献度
を言語化

人的資本
の貢献度
を言語化

人的資本
の貢献度
を言語化

人的資本
の貢献度
を言語化

株主価値
三要素の
ターゲット
値を設定し

証券コード:4076

事業概要

10年の株主価値指標の変化

[億円]

2023年5月期 2033年5月期

売上高 60.6 124.3

売上高年率平均成長率

営業利益 5.3 10.8

営業利益率 8.7% 8.7%

NOPATマージン 6.0% 22.1%

投下資本/売上高 22.1% 22.1%

ROIC 27.3% 27.3%

WACC 6.5% 6.5%

ROIC-WACC 20.8% 20.8%

（出所）　FactSetよりJPR作成。

財務パフォーマンスの実績・計画・予測

会社計画 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測 予測

2023.05 2024.05 2025.05 2026.05 2027.05 2028.05 2029.05 2030.05 2031.05 2032.05 2033.05

売上高 60.6 67.7 75.6 83.6 91.5 99.3 106.1 111.9 116.8 120.9 124.3

成長率 11.7% 11.7% 11.7% 10.6% 9.5% 8.5% 6.8% 5.5% 4.4% 3.5% 2.8%

営業利益 5.3 5.9 6.6 7.3 8.0 8.7 9.3 9.8 10.2 10.5 10.8

営業利益率 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7%

NOPATマージン 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0% 6.0%

投下資本/売上高 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1% 22.1%

ROIC 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3% 27.3%

WACC 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5% 6.5%

超過利潤 2.8 3.1 3.5 3.8 4.2 4.6 4.9 5.1 5.4 5.5 5.7

超過利潤価値・成長価値 42.4 4.7 4.9 4.6 4.3 4.0 2.2 1.6 1.1 -0.4 -0.7

2.20%

株主価値の未来構造

情報・通信業

PER PBR 利回り東証業種

年度

株式会社シイエヌエス 10.7倍 1.28倍

連結子会社とともにシステムエンジニアリングサービス事業を手掛ける。開発プロセスは、要件定義工程→基本

設計工程→詳細設計工程→プログラム設計工程→プログラミング工程→単体試験工程→結合試験工程→

総合試験工程となっている。　業務内容は、（1）デジタルトランスフォーメーション（DX）を推進する「デジタル

革新推進事業」、（2）ビッグデータを分析するモデルをつくり分析を実施することで顧客のビジネス課題を解決

する「ビッグデータ分析事業」、（3）自社でシステムを保有する顧客、クラウドを利用する顧客向けにサービスを

提供する「システム基盤事業」、（4）業務システムの初期検討、開発から導入後運用まで全般をサポートする

「業務システムインテグレーション事業」に分けられる。　1985年、コンピューターシステムおよびプログラミングの開

発に関する受託業務の運営を目的としたシイエヌエスを設立。2011年、エヌ・ティ・ティ・データのビジネスパート

ナー認定を受ける。16年、シイエヌエス北海道を設立。（QUICK企業価値研究所）2022/10/20

7.5%

[FactSet、日経Needs、会社開示資料等を利用して作成、2023年03月10日時点]
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[単位:億円]

成長価値

＝2.7倍3,669円 / 1,365円アップサイドポテンシャル ➡

株価アップサイドを
人的資本価値で説明する

資料を作成して報告
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プロジェクトスケジュール

SaaS導入までの道のり

初期PoC 本格PoC 本格検討へ

➢ 最も重要な業務に
フォーカス

➢ 対象者は10名程度
（1teamに限る）

➢ エクセルベースでモデ
ルを構築

➢ 概念を貴社にカスタ
イマイズ

➢ 全社モデルは仮説
ベースで構築

３カ月 ３カ月 1から２年

➢ 100名単位でWEB
アプリで運用可能か
どうかをデザインして
実装して運用へ

➢ より詳細なマネジメン
トツール可視化ツー
ルへ

➢ 運用はWEBアプリだ
だが、アウトプットはエ
クセルで表示

➢ 全社導入に向けて
検討へ
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プロジェクトスケジュール

初期PoC：３カ月で最終レポート作成してご提示

１M

２M

３M

１W

２W

３W

４W

１W

２W

３W

４W

１W

２W

３W

４W

貴社 コンサルティング

オリエンテーション

理解：貴社企業戦略分析 伴走

理解：職務記述書
10名分

伴走

講義

作成：基本機能業務定義書
10名分

（全社仮説のための
ヒアリングも含む）

伴走

基本機能業務定義書
の対象業務の情報整理

10名分

対象業務の株価インパクト
分析定量的・定性的ストー
リー10名分＋全社仮説

報告書作成

報告会
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最終的な運用スキームのイメージ

タスク 未解析データ入手

目的
• 業務対象となる業務の実態を

入手

収集
生成
データ

• 未分類業務名
（社員名、、タイムスタンプ）

ソース

• スケジューラー（アウトルック、
グーグルカレンダー）

• パソコンやスマホのログ

ツール
• カレンダーAPI連携ツール
• 各種ログ解析ツール

DB
• スケジューラーDB
• ログDB

開発
アプリ

• スケジュールDB、ログDBからの
回収ツール

インター
フェース

• WEB

タスク 業務マスター作成

目的

• 入手した実態の業務データか
ら職務別のマスター業務データ
を半自動的に作成し、社員や
人事部が確定する「学習アプ
リ」を利用。

• 評価マスターも作成

収集
生成
データ

• 職務マスター
• 業務マスター
• 属性マスター（価値創造への

関係性、高集中・低集中、情
報共有）

• 評価マスター
• アプリ保存名マスター

ソース

• 会社の戦略の実現に必要な
職務・業務の考え方について
のヒアリング

ツール

• 半自動業務マスター作成ツー
ル

• 各種DBシステム

DB • 業務マスターDB

開発
アプリ

• 自動判別AIツール
• 手動業務分類入力ツール

インター
フェース

• WEB

タスク 業務分解 タスク 事実回収

タスク 事実データ確定

目的
• 整理されたデータを社員

が目視で確定

収集
生成
データ

• 確定済業務データ

ソース

• スケジューラー（アウト
ルック、グーグルカレン
ダー）

• パソコンやスマホのログ

ツール

• 社員が業務を確定する
ための「確定アプリ」

DB • 確定業務DB

開発
アプリ

• 自動判別AIツール
• 手動業務分類入力ツー

ル

イン
ター

フェース

• WEB

タスク 事実データ入手

目的
• 実際の業務データをマスター

データに紐づけしてDB蓄積

収集
生成
データ

• 業務データ（社員名、タイム
スタンプ、自動的ひもづけらた
マスター業務）

ソース

• スケジューラー（アウトルック、
グーグルカレンダー）

• パソコンやスマホのログ

ツール

• カレンダーAPI連携ツール
• 各種ログ解析ツール
• 実際の業務とマスター業務の

マッチングツール

DB
• スケジューラーDB
• ログDB

開発
アプリ

• 自動判別AIツール
• 手動業務分類入力ツール

インター
フェース

• WEB

Input Process

タスク 集計

目的

• 確定されたアプリを属性（価値創造へ
の貢献度、高集中・低集中、情報共有
など）で職務別に分類・集計

収集
生成
データ

• 分類済データの各種VEIW

ソース
• 確定業務DB
• 各業務BIツール用のVIEWのDB

ツール
• 社員が業務を確定するための「確定アプ

リ」

DB
• 確定業務DB
• BIツールDB

開発
アプリ

• 自動判別AIツール
• 手動業務分類入力ツール

インター
フェース

• WEB

タスク 情報加工

Output

タスク
各種KPI
評価アプリ

目的

• 情報加工されたデータをHCROIや
ROICとしてアウトプット

• 効率性・効果性など分析
• 個人のt高集中で業務の５段階評価
• 各府データ時系列データ

収集
生成
データ

• 各種BIグラフ
• 評価データ入力

ソース

• 各業務BIツール用のVIEWのDB
• 評価マスターDB
• 過去の評価DB

ツール
• BIツール
• 評価入力システム

DB
• 評価マスター
• 評価DB

開発
アプリ

• 評価入力システム
• 評価時系列データ

インター
フェース

• WEB

タスク 出力
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前頁の内容を図解
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すべてのステーク
ホルダーを幸せに

理論的かつシンプルな可視化で
投資家と企業・他のステークホルダーが

分かり合える世界へ


